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研究成果の概要： 

睡眠時ブラキシズム（歯ぎしり）は、歯や歯周組織に害を及ぼすだけでなく、筋痛や顎関節障

害を発症・継続させる因子として考えられてきた。しかしこれらの関連性については未だ明確

な結論は得られていない。そこで我々は、顎関節症の好発年齢である高校生を対象に疫学研究

を行ったところ、ブラキシズム頻度と顎関節雑音（クリック）の関連性が認められた。さらに

継続研究を行いブラキシズムと顎関節症発症や症状継続の因果関係を検討したところ、ブラキ

シズムは有意なリスク因子とはいえなかった。 
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１．研究開始当初の背景 

睡眠時ブラキシズムは、補綴物・歯周組織に

害を及ぼすだけでなく、咀嚼筋や顎関節障害

を発症・継続させる因子として考えられてき

た。しかし、睡眠時ブラキシズムと咀嚼筋や

顎関節障害の関連性に肯定的な報告と、明ら

かな関係は認められないとの報告がある。こ

れは、これまでのブラキシズムの評価方法が

十分な妥当性や信頼性を持たないためと考え

られる。そのような中、ブラキシズム頻度を

評価可能な貼付型の一体型筋電計BiteStripⓇ

が開発された。このBiteStripⓇは、一体型の

チップを頬部皮膚面に貼り付けるだけの簡便

なシステムでありながら臨床上十分な測定精



度（感度：0.92、特異度：0.91）をもってい

る。そこでこの装置を用いて、顎関節症の好

発年齢である高校生を対象に、ブラキシズム

の疫学調査を行うこととした。 

 

２．研究の目的 

２年前に岡山県内の高校生を対象に、第１次

疫学調査を行ったところ、ブラキシズム頻度

と顎関節雑音（クリック）の関連性が認めら

れた。 

しかし先行研究は横断研究であり、ブラキシ

ズム頻度と顎関節障害の因果関係は未だ不

明である。そこで本研究では、先の横断研究

の被検者を対象に、２年後に同一の診査を行

い、先行研究時のブラキシズム頻度がこの２

年間における顎関節障害の発現や継続にど

のような影響を及ぼすか検討した。 

 

３．研究の方法 

（１）被検者 

岡山県立高等学校１年生全員（321 名；男性

173 名・女性 148 名）のなかで、研究の趣旨

と内容を十分に説明したうえで、自発的に本

研究への参加の意思を示す生徒とする。対象

被検者を症状の推移によって下記の４群に

分類した（図１）。 

（２）ブラキシズム測定装置 

咀嚼筋活動の累積測定が可能な貼付型の一

体型筋電計である。左側咬筋の皮膚上に貼付

することにより就寝時の筋活動量を測定す

る。装置の取り扱いは被検者自身が簡単に行

うことができ、測定も通常の環境下で可能で

ある。睡眠時ブラキシズムの評価は、随意最

大かみしめの 30％を越える筋活動量が１秒

以上持続した場合にブラキシズムイベント

とし、その回数により４段階にスコア化され

ている（図２）。 

 

 

（３）診査方法 

臨床診査は、あらかじめキャリブレーション

を行い、十分な信頼性が保証された（検者内

信頼性：κ＝0.59）２名の検者のいずれか１

名が RDC/TMD の基準に従い行った。顎関節雑

音「クリック」は、振幅の大きな持続時間の

短い関節雑音とし、少なくとも片側にクリッ

クがある場合を有症状とした。 
２年後 

 

            図１ 被検者と症状の推移 
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（４）統計解析 

任意のカットオフ（図３）における被検者の

ブラキシズム頻度とクリックの有無の関連

を、独立因子を睡眠時ブラキシズム頻度、従

属因子をクリックの発症・継続とし、単変量

解析（ロジステクック解析）を行い、相対危

険度（RR）ならびに 95％信頼区間（CI）を算

出した（α＝0.05）。 
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（３）相対危険度 

顎関節クリック症状発症群と症状継続群に

おけるブラキシズム頻度の相対危険度（RR）

ならびに 95％信頼区間（CI）を図 6・7 に示

す。顎関節クリックの症状発症に関しては、

高頻度ブラキシズム群は低頻度ブラキシズ

ム群と比較し、RR：2.18（カットオフ３；CI：

0.57-8.30,P=0.27）、1.83（カットオフ２；

CI：0.59-5.71,P=0.24）1.27（カットオフ１；

CI：0.36-4.48,P=0.50）を示した（図６）。 

４．研究成果 

（１）被検者 

対象被検者 321 名（男性 173 名・女性 148 名）

の中から 113 名（男性 47 名・女性 66名）が

第１次疫学調査（2005 年）と第 2次疫学調査

（2007 年）の両方共に参加した。さらにその

中から、BiteStripⓇの未返却の 13 名とエラ

ー表示だった 24 名を除外し、76 名（男性 29

名・女子 47 名）を最終被検者とした。 

 

（２）ブラキシズム頻度と症状の変動 

顎関節クリックの発症・継続ごとのブラキシ

ズム頻度の分布を図 4・5 に示す。その結果

より、顎関節クリック症状発症群においては、

無症状継続群と比較して、高頻度ブラキシズ

ム群の割合が高い傾向が認められたが、統計

学的な有意差は認められなかった。（χスク

エア検定；P=0.65） 

それに対して、顎関節クリックの症状継続に

関しては、高頻度ブラキシズム群は低頻度ブ

ラキシズム群と比較して、RR:1.50（カット

オフ３；CI：0.25-8.98,P=0.64）、3.33（カ

ットオフ２；CI：0.49-22.9,P=0.29）を示し

た（図７）。 

 

また、顎関節クリック症状継続群においては、

症状消失群と比較して、高頻度ブラキシズム

群の割合が若干高い傾向が認められたが、統

計学的な有意差は認められなかった。（χス

クエア検定；P=0.38） 

おもしろいことに、顎関節クリックの症状発

症の相対危険度はブラキシズム頻度のカッ

トオフが１から３へと大きくなるにつれて、



相対危険度も大きくなる傾向が見られた。 

 

（４）結論 

筋活動量をもとにしたブラキシズム測定装

置を用いた今回の前向きコホート調査にて、

ブラキシズム頻度と顎関節円板転位の発症

との関連性は認められた。しかしながら、ブ

ラキシズム頻度が顎関節クリックの発症に

関するリスク因子になりうる有意性は認め

られなかった。 
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